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2022 年度 事 業 報 告 

自 2022 年４月 １日 

至 2023 年３月３１日 

 

１．調 査 業 務 

（1）経済基礎調査、地域産業・業界調査、特別調査（月報記事を中心に） 

①県内で活躍する地域おこし協力隊               （５月号 №516） 

②国際教養大学の学生・卒業生による起業の状況（前編）     （５月号 №516） 

③国際教養大学の学生・卒業生による起業の状況（後編）     （６月号 №517） 

④注目企業 ・株式会社ワークスペースかま蔵          （６月号 №517） 

⑤コロナ禍は家計の消費行動をどう変えたか           （７月号 №518） 

⑥改正食品衛生法と漬物製造業者の対応             （８月号 №519） 

⑦仕事と介護の両立支援に向けて                （８月号 №519） 

⑧県内伝統的工芸品等産業の需要拡大に向けた取組み       （10月号 №521） 

⑨コロナ禍における県内「キッチンカー」の取組み         （12 月号 №523） 

⑩新年（2023 年）景気見通し                    （１月号 №524） 

⑪災害に強いまちづくり～無電柱化率の向上           （３月号 №526） 

 

（2）定例経済調査（アンケート調査等） 

  ①第 107 回 県内企業動向調査（2022 年３月調査）         （４月号 №515） 

②夏のボーナス支給見通し                   （５月号 №516） 

③2022 年度の新入社員アンケートから              （６月号 №517） 

  ④第 108 回 県内企業動向調査（2022 年 9 月調査）         （10 月号 №521） 

⑤冬のボーナス支給見通し                  （11 月号 №522） 

⑥第 38 回 秋田県消費動向調査                （12 月号 №523）

⑦県内経済・国内経済の概況、県内経済日誌、経済指標（全国、秋田）  （毎 号） 

 

（3）寄稿 

  ①経営随想 

ＤＸで未来をひらく、未来へつなぐ              （４月号 №515） 

 齋藤 和美（エイデイケイ富士システム株式会社 代表取締役社長）    
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人にも環境にも優しい企業を目指して             （５月号 №516） 

 梅村 春男（米代トラック株式会社 代表取締役社長） 

患者さんの不安に寄り添い確かな診断を            （６月号 №517） 

 阿部 一之助（株式会社秋田病理組織細胞診研究センター 代表取締役） 

品川合成製作所の過去・現在・未来             （８月号 №519） 

 佐藤 貴（株式会社品川合成製作所 代表取締役） 

新しい「働き方」へのチャレンジ               （９月号 №520） 

 渡部 尚男（株式会社渡敬 代表取締役） 

バトンを引き継ぎ、秋田への貢献を誓う            （10 月号 №521） 

 齊藤 大樹（株式会社斉藤光学製作所 代表取締役社長執行役員） 

世界のキレイは、秋田から                  （11 月号 №522） 

 野澤 一美（インターフェイス株式会社 代表取締役） 

皆さんに愛される日本銀行秋田支店を目指して         （12月号 №523） 

 真鍋 隆（日本銀行秋田支店 支店長） 

農家と二人三脚                      （２月号 №525） 

 杉本 良成（秋田県主食集荷商業協同組合 理事長）     

変革の時代に ～企業に寄り添い、頼りがいのある存在に～    （３月号 №526） 

 妹尾 明（公益財団法人あきた企業活性化センター 理事長） 

 

②地域おこし協力隊だより 

 アロマ一筋で生きてきた、私なりの地域おこし        （５月号 №516） 

  赤石 朝美（羽後町地域おこし協力隊） 

「村おこし」の系譜とあるもんでイズム            （５月号 №516） 

  小森 一太（羽後町地域おこし協力隊） 

仙北市における「地域おこし協力隊」隊員の活動について    （７月号 №518） 

  佐藤 嘉繁（仙北市観光文化スポーツ部次長） 

鳥海山麓サスティナブルツーリズムと地域おこし        （９月号 №520） 

  小梛 美枝（由利本荘市地域おこし協力隊） 

狩猟をしながら地域の魅力を発掘・発信            （11月号 №522） 

  貝田 真紀（北秋田市地域おこし協力隊） 

鹿角市の「地域おこし協力隊」の活用とＯＢ・ＯＧの活躍について（３月号 №526） 

  木村 幸樹（鹿角市 総務部政策企画課 鹿角ライフ促進班 主査） 
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③寄稿 

「新秋田元気創造プラン」の推進に向けて 

～令和４年度秋田県一般会計当初予算の概要等～      （４月号 №515） 

村田 詠吾（秋田県生活環境部次長・前総務部財政課長） 

秋田の電動化システム研究開発を加速させる、 

「新世代モーター特性評価ラボについて」 （６月号 №517） 

榊 純一（秋田大学・秋田県立大学 電動化システム共同研究センター長、 

秋田銀行取締役） 

渋沢栄一が歩いた秋田県（前編）               （７月号 №518） 

武田 大（秋田銀行経営企画部） 

渋沢栄一が歩いた秋田県（後編）               （8 月号 №519） 

武田 大（秋田銀行経営企画部） 

秋田と伊勢商人（前編）                   （11 月号 №522） 

金児 紘征（秋田大学名誉教授） 

秋田と伊勢商人（後編）                   （12 月号 №523） 

金児 紘征（秋田大学名誉教授） 

企業経営と人事施策の関係                 （２月号 №525） 

渡部 信子（中小企業診断士） 

秋田自動車道（北上ＪＣＴ～能代南ＩＣ間）開通 20 周年の整備効果 

 （２月号  №525） 

山形 尚裕（ＮＥＸＣＯ東日本 東北支社 総合企画部 総合企画課 課長） 

小島 一恭（ＮＥＸＣＯ東日本 東北支社 総合企画部 総合企画課 課長代理） 

大芦 健太（ＮＥＸＣＯ東日本 東北支社 総合企画部 総合企画課 係長） 

脱炭素への逆風を超えてＧＸへ                （３月号 №526） 

 土門 孝彰（秋田銀行営業支援部チーフアドバイザー/一般社団法人エレクトロ

ニクス実装学会理事会幹事、電子部品・実装技術委員会委員長、

エグゼクティブフェロー） 
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④年頭所感 

 秋田県商工会議所連合会         会長 辻 良之 

秋田県商工会連合会           会長 大森 三四郎 

秋田県中小企業団体中央会        会長 藤澤 正義 

一般財団法人 秋田経済同友会      代表幹事 佐川 博之 

秋田県信用保証協会           会長 堀井 啓一     （１月号） 

 

⑤県内業界団体に聞く新年（2023 年）景気見通し 

  秋田県電子工業振興協議会 会長 戸田 直人 氏 ほか 14団体   （１月号） 

 

⑥コラム 子育て応援歌                   （４、７、10 月号） 

・三浦歯科医院 院長 三浦 捷也 氏 

 

 ⑦コラム 温故知新                   （５、８、11、２月号） 

・株式会社秋田今野商店 代表取締役社長 今野 宏 氏 

 

⑧コラム 人・動物・動物園        

・秋田市大森山動物園 園長 小松 守 氏       （６、９、12、３月号） 

   

⑨コラム ～Viva LA Vida～ 酸いも甘いも 

    ・秋田県医師会 会長 小泉 ひろみ 氏             （１月号） 

 

（4）新春インタビュー 

技術で拓く秋田の未来                   （1 月号 №524） 

 秋田県水産振興センター 所長 水谷 寿 氏 

 （聞き手）一般財団法人秋田経済研究所 専務理事所長  

 

２．情報サービス業務 

（1）講師等派遣 

   ・セミナー・講演会講師  年間 9 回 （所長、所員） 

（秋田大学、秋田大学大学院、秋田県立大学、秋田ふるさと検定講習会等） 
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（2）外部委員会等への委嘱就任  （所長、事務局長ほか、主なもの） 

・  「行政懇談会（総務省秋田行政監視行政相談センター）」委員 

・  「秋田県政策評価委員会」委員 

・  「（公財）秋田県ふるさと定住機構」評議員 

・  「（公財）秋田観光コンベンション協会」評議員 

・  「秋田県電子工業振興協議会」経営管理部会長 

・  「東北ハイウェイ有識者懇談会」委員 

・  「秋田ふるさと検定実行委員会・作問委員会」委員   

・  「秋田市功労者審査会」委員 

 

３．機関誌発行 

月報「あきた経済」 2022 年度発行部数 43,035 部（前年度比＋215 部） 

（毎月 10 日発行、№515～№526 号） 

 

 

（以 上） 


